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地域中小企業の新たな役割

後 藤 申イ

1地 域のニーズとビジネスー藤江報告へのコメン ト

経営学部 の後藤 で ございます。時間的な関係 で簡単 にコメン トのみ致 します。

まず、藤江先生に対す るコメ ン トです。先生は、ポス トモ ダン とい う非常 に聞き

なれ ない言葉 を使 われ ま した。最初 はよく理解 できなかったのですが、お話が進む

につれて 明快 になって きま した。 モ ノだけでは社 会性 がな く、プ ラス αが必要 で

あ る、そ して、プラス α として情報発信 が必要で ある、 と言われ ま した。っ ま り、

その情報発信 の場 としての 「価値場」 の中で、モ ノは価値 を持つ とい うことです。

「価値場」の中でモ ノはその価値 を発揮 し、情報発信 によって新 しい価値 を創 る

こ とができる。 これがポス トモ ダンとい う考え方で、 このコンテ クス トの中で、先

生の言 われ るポス トモ ダン化 の中での 「地域」 の役割やそ の重みを よく理解す るこ

とができま した。

また、地域 との関連か らみ ます と、地域社会 のニーズに基盤 を置 いた ビジネ ス、

すなわちコミュニテ ィ ・ビジネスが これから大事だ とい うことで した。 コミュニティ ・

ビジネスの場合 、地域のニー ズの役割 が重要であ り、そのニーズの所在や地域 の諸

課題 を地域 中小企業 はよ く知 ってい るわけです。その役割 がコ ミュニテ ィ ・ビジネ

スに期待 されている とい うことで した。

さて、私 の率直な疑 問を申し上 げれば、 コ ミュニテ ィ ・ビジネスについては、そ

れ ほ ど大きな成長 可能性が期待で きるか とい うことです。イ タ リアを例 として挙 げ

られま したが、イ タ リアの場合 、GDP、 人 口集 中度 、特 に都 市 へ の集 中な ど、 日本

と単純 に比較で きない ところがあ ります。また、イ タ リアは分権 国家で あ り、か な

り地域的な差がはっ き りしていますが、それ らの特徴 も 日本 と単純比較で きるか ど

うか非常に疑問 に思います。つ ま り、果 た して コ ミュニテ ィ ・ビジネスが、 日本 の
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既存の中小企業に対 して、今後代替的な役割を果た し得るのか とい う問題を指摘 し

ておきたい と思います。

鵜野沢 さんの資料を見ても分かるように、コミュニティ ・ビジネスの場合、高齢

者福祉が トップで、障害福祉、教育、環境などと続 きます。 これ らは従来行政が行

なってきた分野です。すなわち、 日本の場合、コミュニティ ・ビジネスは、従来行

政がやってきた分野を代替するものとして位置付けられていることが、この資料か

らはっきり読み取れます。

日本は、イタリアに比べてGDPに おいてはるかに巨大で、人 口も都市に集 中して

お り、その中での中小企業の立地を特徴 としています。また、中小企業の事業分野

も、実に多様で広範囲なジャンルに跨っているのが日本のや り方です。従って、 日

本 において、イタ リアほどコミュニティ ・ビジネスが、既存の中小企業の事業を代

替できる可能性があるか どうか疑問に思います。

また、先ほど話 しま したボランティアについて考えます と、人材育成の観点から

すれば、非常に難 しいところがあ ります。 この人材育成の問題が、コミュニティ ・

ビジネスの展開において、非常に大きな問題になってくると思います。 山岸先生の

報告では、松下電器は、自分達は人材をつくる会社だとして従業員を指導 していた

とのことです。これは、同社がある意味では従業員を解雇 しないとい うことで、 自

分の ところで人材を育成するとい う理念の表現です。従って、ボランテ ィア組織か

ら見ると、ボランティア組織が中小企業に代替された場合、このよ うな人材育成が

うまくできるか疑問が残 ります。

2地 域社会の一番店戦略一 山岸報告へのコメン ト

山岸先生のご講演ですが、スピーカーであるご本人が、本 日のフォーラムは基調

講演ではなく勉強会 とい う捉え方をされました。非常に驚 くと同時に、新鮮な感 じ

が しました。正に真剣勝負 とい う講演内容で した。時間的な制約で予定の半分 もお

話できなかったのではないか と思いますが、講演の内容 としては、次の3つ ほどに

まとめることができると思います。

第1は 、経営者の心構えについてです。経営者は熱い思いを持ち続けることが大

事で、それがなければ経営者 として失格だと言われました。つま り、事業をやって

い く上での熱い思い、成功す るとい う熱い思いが重要だ とい うことで した。

第2は 、中小企業の経営革新についてです。経営革新は、経営学でよく使 う言葉で
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すが、これに関 して事業実践家の立場か ら、端的な言葉で非常によくご説明頂いた

と思います。山岸社長によれば、経営革新 とは、「非常識を常識に変 えることであ

る」 とい うものです。例 として採 り上げられたセブンイ レブンやヤマ ト運輸などは、

正に非常識を常識に変えたビジネス展開で成長 した企業です。経営革新 とい うのは、

事業や組織の再構築を達成することだ とい うことです。

第3は 、地域社会での一番店戦略 とい うことです。 これまでの実践体験を蒸留 し

た基本的なスタンスとして、地域における一品一番の事業戦略を明確にされま した。

それぞれに、非常に面白い話だったと思います。

そこで、山岸報告に対 して、簡単に1つ だけコメン トしたい と思います。お話で

は、地域に対 して貢献 しなければ、地域社会において評価 されず、やがては自然淘

汰 されてい くとい うことで した。ある意味ではそ うですが、実際に生き残ったもの

のみが商店街を構成 します と、果た してそれが商店街 といえるかとい うことです。

例えば、10軒 の うち1軒 のみが生き残ると、それで商店街が成 り立つかとい う問題

が残 ります。

地域のコミュニティ ・ビジネスの発展 と人材育成の問題は繋がっているはずです

ので、単なる自然淘汰の問題は人材育成の観点か ら見ると、若干の疑問が残 ります。

すなわち、中小企業が地域貢献を理念 としたボランティア組織的実体 として営まれ、

それがビジネスとして地域から自然淘汰 されていくとい う捉 え方をすると、結局は

人材育成ができず、地域経済は沈没す るのではないかと思います。中小企業は単な

る経済組織だけではなく、地域を支える役割か ら考えます と、地域 コミュニテ ィと

の関わ りの中で地域の人材 をどう育成するかの問題について、より具体的にお話 し

て頂ければなおよかったと思います。

山岸英明氏の補足

司会の金谷先生か らの折角のお求めですので、ただ今の後藤先生のご質問にお答

えする形で、地域における人材育成あるいは中小企業の後継者育成の問題について、

私の報告を補足 したいと思います。 もとより商店街の活性化の問題は国を挙げての

構造的な問題ですが、大きな問題は商店街に軒を連ねる商店の多くが閉まっている

実態です。 しかし、それ よりも深刻で本質的な問題は後継者の問題です。

端的に言 えば、後継者を育成 しないところは商店街ではない と思います。後継者

の育成に対する情熱がないところに一番問題があるのではないか と思います。経営
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者の親子間にあっても、将来の夢 と挑戦について話 し合っていないのではないでしょ

うか。 これが商店街の衰退の原因の1つ です。親子間にコミュニケーシ ョンがない

ので、息子が親の商店を引き継 ぐとい う情熱が出て来ないわけです。

このように、自分の子供が後を継がないお店や商店街に、誰が就職 しようとい う

気にな りますか。賃貸料が要 らない、減価償却は終わった、それで、生活費 さえ稼

げればいい とい うのでは、商店街に活気が生まれません。実態 としてはこのような

お店が多いので、簡単に店を閉めて撤退す る経営者が続出 し、その結果、商店街は

1年 に3%程 度その構成が変ってきています。従って、コミュニティといえば、そ

の根底には事業者の親子間のコミュニティの問題 と言いたいのです。必ず どこかの

商店街において、生き残って活性化 されている商店街が何 ヶ所かあ ります。夢が商

店街にあれば、街は活性化 され、そこには学ぶべきものが必ずあると思います。

もう1つ 需要 と供給のバランスの問題があ ります。商店街よ りも大型の店舗群が

郊外などにあ り、そこに行けば広い駐車場もあ り、他に楽 しいものもいっぱいある

とい うのも事実です。それにどうやって対応す るかですが、私か ら言わせ ると、商

店街の駐車場の問題や どの企業を誘致するかなどの問題について、商店街は行政 と

一体 となって
、あるいは他の関係機関と緊密に連携 ・協力 して、商店街の集客力を

高めるべ く解決 していかなければならない と思います。

商店街の立地基盤 として、その地域が街 として発展するためには、都市機能、商

業機能および社交機能 としてのまとま りが必要です。 これ らの諸機能が一定の規模

で形成 されることによって初めて、街に人々が集 まり、商店街が活性化 し、コミュ

ニティーが発展するとい うのが、私の見解です。 この点か らすれば、この平塚の街

は、あるいは商店街はいかがで しょうか。
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